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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000
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Serial Dilutions of Antibody
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	製品名: LEF1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、高移動度群タンパク質1（HMG-1）と相同性を持つタンパク質ファミリーに属する転写因子をコードしています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、T細胞受容体αエンハンサーの機能的に重要な部位に結合し、最大のエンハンサー活性を付与します。この転写因子はWntシグナル伝達経路に関与しており、毛髪細胞の分化および毛包の形態形成に機能すると考えられます。この遺伝子の変異は体細胞性脂腺腫瘍で発見されています。また、この遺伝子はアンドロゲン非依存性前立腺がんを含む他のがんとの関連も指摘されています。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	Wntシグナル伝達経路、Hippoシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat (1)、HepG2 (2)、およびMOLT4 (3) 細胞溶解物に対するLEF1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	LEF1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	LEF1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

